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　　　　　　カザフ語における動詞的な名詞と名詞的な動詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤　家　洋　昭

　　Ka3aK　TiJliH双eri　eTicTiK　cHIIaTTb茎　3aT　eciMgep

　　　　xKoHe　3aT　eciM　ΦopMacblH以aぞbl　eTicTiKTep

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ΦY）Kiie　XipoaKi

　　　Ka3aK　T鮫iH江e　eTicTiKTePMeH　3aT　eciM双ep　o3apa．　c盟登aTbl　6　acKa

涯ell　　caHaJla耳H．　　6ipaK　　oJlap双blH　　illliH江e　　eTicTiK　　cvaHamsl　3aT

eciMllepMeH　3aT　eciM　cHr【a買b王eTic盛KTep　6ap．

　　　　B￥Jl｛MaKax　apa　eTi　cTiK　c班獄aTrbl　3aT　eciM涯epMeH　3aT　eCiM

cKnamsl　eTicTiKTepXxiH　e3apa　6afixaHblcbl　3eprreH耳i．　　ATaH

afiTI〈aHlla　Ma班Ha　xxaFblHaH　eTicTiK　cxxxxaTbl　6ap　3aT　eciM　Meff

　　　　　　　　ノゲ
co玖hl　　y　　60涯bm　KeJIeTiH　eTicTiK噴　Ta涯耳a鑑　oT　blpHM，　oJlaP双L環　3aT

eCiM　CIitta［rbl，　　t（eHe　CeRTiri　6apMa　）KeK　Ua，　　HblCblKITayb狂H

装（a跳IHaH　aHbleTajlaMa　巌（oK　Ha　cblHAbl　eTlcTIKTI　epeK狂【e患KTep1

3epTTeπ双i．　HgT幻Ke双e　oxapAbH　illliHEe　eTicTiK　cHllaTbl　MeH　3aT

eciM　C聾獄aTH　eKeyi　耳e　6aPRblFbl　aKI》1政T＆JI政bL

1．はじめに

　語を贔詞にわける場合、その語が持っている性質によって分類するのが一般的である。ある性

質をどのように考えるかによって晶詞分類が異なっていることもある。

　ある語の晶詞を考えた場合、全体としてはある範購に属するが部分酌には他の範疇の性質ももっ

ているということがある。例えば名詞でありながら動詞に特有の性質をもっていたりすることが

ある。

　また、晶詞分類の問題ではないが、語は語形変化によって他の撮詞のような性質を持っことが

できる、、例えば編詞化ということがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／



カザフ語における動詞的な名詞と名詞的な動詞

　このような現象は、カザフ語（1〈a3aK　Tini）においても見られる。カザフ語の動詞と名詞とい

う二っの範疇にっいて見た場合、動詞的な名詞を見出だすことができる一方で、動詞の名詞化が

生産的に行われることを忘れてはならないことに気づく。すると動詞的な名詞はどの程度動詞的

で、名詞化された動詞はどの程度名詞的であるのかという疑問が生じるが、このような疑問に対

する答えは得られていない。

　上記の疑問に対する答えとして、カザフ語における動詞的な名詞と名詞的な動詞（具体的には

動詞のy形）の性質を記述することが本稿の目的である。

　本稿ではまず、カザフ語における動詞的な性質と名詞的な性質を明らかにする。そして動詞的

な名詞、名詞的な動詞と考えられるものをとりあげ、その動詞性と名詞性を考察する。

　考察の結果カザフ語では名詞であっても格をとったり翻詞的修飾語によって修飾されるなど動

詞的性質をもっているものがあること、そしてそれらは表面的には動詞の名詞形とかなりの程度

平行性を示すことが明らかになる。

2．動詞と名詞

　動詞と名詞は文法的性質が異なる。少なくともカザフ語においてはそうである、，というより語

を文法的性質によってグループ分けしたもののうちのひとっが動詞であり、またもうひとっが名

調である。品詞分類には諸説あるのは周知のとおりで、カザフ語にっいても絶対的な撮詞分類と

いうものはない。しかしこれまでのカザフ語の晶詞分類ではいずれも名詞と動詞を区別していて、

名詞と動詞を区瑚しないという説は筆者の知るかぎりはない。したがってカザフ語において名詞

と動詞が性質の違うものであることは疑いがないようである。

　動詞と名詞の性質が違うことを示す擁列として、例えばいわゆる活胴（語形変化）において動

詞と名詞は全く異なる活用（語形変化）をするということがある。

動詞KYn－　「笑うj

KY孤iM　Y笑った（一人称単数過張形）」　K￥neMiH　Y笑う（一人称単数現在形）」

KYnePtiK「笑おうC一人称複数命令形）」

名詞aTr馬」

aTTb叫「馬の（属格形）」　aTlsa「馬に（与格形）」　aTτal｛「馬から（奪格形）」

　上にあげたように、動詞と名詞では、いわゆる語幹に直接付く語尾の種類が全く異なるのであ

る。代表的には、動詞にはll寺制を表すものが、名詞には格を表すものが付く。反対に動詞に格を

表すものが付いたり、名詞に時綱を表すものが付いたりすることはない。

＊KY細凪（「笑う」の属格形）＊KYnFe（「笑う」の与格形）＊aTTblM（ヂ馬」の一人称単数過去

形）＊aTaMblH（「馬」の…人称単数現在形）＊aTaQb！｝g（「馬」の一人称複数命令形）1）
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論集第20号　（1998年）

これ以外の代表的なものをまとめると表のようになる。

表

　　　　　　　　　動詞　名詞

rffH　　　　　　O　　×

，flEP　　　　　　×　　○

所有接尾辞　　　x　　O

　このように、形態的には動詞と名詞は性質が異なるものである，、

　カザフ語において動詞と名詞が異なるものであることは上に見たとおりである。しかし、よく

見ると動詞と名詞の爾方の性質をもっているものがある。まず形態的な爾を考えると、後に付く

ものが違うということは薩接っくものが違うということであり、間接的にというのなら爾者に共

通して付くものはある。別の雷い方をすると、語は語形変化によって文法的な性質を変えること

ができる。たとえばKYny　K腿y双塊「属格形j　I〈Ynyre「与格形」のように、動詞であっても…

yを介することによって格語尾をっけることができる。したがってこれら動詞に一yがっいたも

のはある意味で動詞と名詞の両方の性質をもっているということができる、，意味的には動詞、文

法的には名詞ということもできるかもしれない。

　意味的には動詞ということを考えていいのなら、名詞と動詞の性質を合わせもっているものは

動詞の一y形だけではない，，意味の藤を考えて、動詞を動作を表すものとすると、動作を表すこ

とばである、例えばcaual）「旅行」なども動作を表すものであることから動詞的ということにな

り、－y形とはまた別の種類の、動詞と名詞の性質を合わせ持つものである。また、動詞のy形

は動詞の活用形のひとっにすぎず独立した語彙項目をたてる必要はないと考えられるが、一一部の

辞典では動詞のy形の…部を見議し語としてあげている、，そうすると動詞から生1蒸的に作られる

y形と見出し語としてあげられているyで終わるものはどういう関係にあるのかという疑問が出

てくる。

　上で述べたようにカザフ語には動詞と名詞の｛生質を合わせもっているものがある。このこと自

体は甥に新しい発見ではない。しかし動詞のような嶺詞あるいは名詞のような動詞が「本物の1

名詞あるいは動詞とどのように違っているか、その性質はこれまでほとんど記述されていない。

特に他の語と結びっくときにどのようになるかという統語的な性質はこれまで未解明であった。

次の章ではこれらの性質を明らかにす6，，

3．　糸充言吾薮白を生．質

　前章で見たように、動作を表す名詞も一yで終わる動詞も格変化するという形態的な醸1では名

詞的な性質をもっていることがわかっている。しかし他の語と結びっくときにどうなるかという

統語的な性質にっいては明らかになってない点が多い，，本童では統語齎での性質を考察し記述す
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る。分析の対象は動詞的な意味をもっている名詞と、動詞のy形、そして動詞のy形でありなが

ら辞典に名詞としてあげられているものである。分析に用いたデータの文法性の判断はネイティ

ブスピーカ～のインフォーマントによった2｝。

　分析に先立って、「純粋な1動詞、あるいは名詞がどのようなふるまいを見せるのかその性質

を明らかにする必要がある、，そこで3．1においてまず動詞的性質、名詞的性質にふれる。その

後動詞と名詞の両方の性質をもっていると考えられるものについて検討してそれらの性質を明ら

かにする。

　3．　1　動詞的性質と名詞的性質

　分析に先立って、「純粋の｝あるいはギ典型的な」動詞あるいは名詞の性質を明らかにある必

要がある。繭の章でみたように、動詞と名詞は形態的には性質の違うものであったが統語的にも

また違った特徴をもっている、、まず、カザフ語の動詞の統語約性質を考えてみよう。動詞の形態

的な性質としては、先にも見たように、時糊によって活用するといったようなことがあったが、

統語的性質としては格を持っことがある。臭体的には格語尾のっいた名詞をとる、，

ff￥p6eK　Ca鑑paFa　（1）ePMaMb！3Al）夏　｝〈二〇韮）ceTTi．

ヌルベク（人名）・サイラ（人名）与格・牧場一私たちの（対格）・見せた

「ヌルベクはサイラに私たちの牧場を見せた。」

におけるCatipaFa（与格）ΦePMaMもB双bd対格）のような名詞をとることである、，

　また、動調は蕩唾詞的修飾語によって修飾されるということがある。

　…方、動詞と比べたときの名詞の性質を考えると、まず、動詞が格を持っのに対し、名詞は格

を持っことはないということがある。名詞はより大きな句を作る際に前に他の名詞が来ることが

あるが、前に来る名詞の格は属格あるいは主格であり、その他の格のものがくることはない3，。

また、動詞が｛瀦詞的修飾語によって修飾されるのに対し、名詞は形容詞酌修飾語によって修飾さ

れることがある。カザフ語では・般に形容詞はそのままで連駕修飾に、っまり副詞的に摺いられ、

形容詞をそのまま用いたのでは連体修飾すなわち形容詞酌修飾をしたことにならない。たとえば

臼本語では「よい本」に対して「よく知っている」のように「よいjrよく」の形の違いがある

が、カザフ語ではそれぞれ　＞1〈aKCbl　Kiτag「よい本1、＞KaiCCbl　6i護e撮　ドよく知っている」で

あり、》KaigCLrの形に違いはない、、したがって動詞的な名詞等を修飾する場合も形容詞であるか

らというだけでは形容詞的修飾語によって修飾されることにならないので注意が必要である。形

容詞的修飾語によって修飾されることをはっきりさせるためには、その修飾語が形容詞的（連体

修飾語）にしか用いることができないことが条件である。そのため本稿では位格形＋riを形容詞

酌修飾（瓢連体修飾）のテストに用いることにする。カザフ語では位格形の名詞は基本的に時空

を表す翻詞的修飾に拝1いられ、そのままでは連体修飾ができず、連体修舗にはriを介することが

4



護翻集第20号　（1998年）

必要である。っまり位格形＋riによって修飾できれば形容詞的修飾語による修飾が可能というこ

とになる。

3．2　動詞的な名詞

　本節では上で述べたことをもとにカザフ語の動詞釣な名詞の性質を考察する。動詞的な名詞を

最初に正確に定義することはできないが大ざっぱにいって（意味的に）動作を表す名詞である。

意味を手掛かりにすると、次のような語をあげることができる。

eu6eK「労働j　l〈eMeK「援助」　cayfia「貿易」　o瓢呈pic「生産」　oqepau朋「手術」

npaKTHI〈a　「実習j　　peMOHT「脅多理」

これらが名詞酌な性質をもっていることは聞違いない。その証拠として格変化することができる。

KeMeK

Ke醗KT凪（属格形）　KeMeKKe（与格形）　KeMeKTi（対格形）　KeMeKTe（位格形）

KeMeKTeH（奪格形）

また、普通の動詞と同じようには活用しないので、その意味では動詞ではないといえる。

＊KeMeKTiM（過表形一人称単数）　＊KOMereMi3（現在ヲ形一人称複数）

＊KOMerepci3（未来形二人称単数）

それでは格はどうだろうか。動詞であれば格を持ち名詞であれば格は持たないはずである。格に

っいて検討してみると、これらの中に格を持つものが見出される。

H￥P6eKTii・；　Ca益paFa　KOMeri

ヌルベク（属格）・サイラへ（与格）・援助

「ヌルベクのサイラへの援助」

のような例にみられる通り、少なくとも与格をとることができるものがあることがわかる。ただ

しこれだけで結論づけるのはまだ畢い。というのは、カザフ語の与格はそのままで連体修飾がで

きる場合があるからである。これは例えばTYPI〈HnFa￥maK　fトルコへの飛行機」のような動作

性のない名詞の前に与格形の名詞が来ることができることで示される。そこで他の格にっいて調

べる必要がある。他の格の中でもっとも動詞と関係がありそうなのは尉格である。対格は通常、

動詞の項を謙勺語として表すときに用いられると考えられ、名詞との関係はあまりない。ところ

が対格名詞をとっていると考えられるような例がみ見出だされる。

i－1￥P6eKTiu　caFaTTbl　peMOHTbl

ヌルベクの（属格）・臼寺計を（対格）・修理の

「ヌルベクによる時計の修理」

Aopirep五iig　H￥P6eKTi　OfiepaCHfiCbl　ceTTi　60nAbi．

医者の（属格）・ヌルベクを（対格）・手術・うまくいった・なった

「医者によるヌルベクの手術は成功した。」
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以上のことから格を持っという点では動調的な性質をもっている名詞があることが明らかになっ

た。

　次に修飾語にっいて考察する。大ざっぱにいって、修飾語は形容詞的修飾語と謝詞的修飾語に

分けることができる。連体修飾語と連粥修飾語と呼んでもいい。カザフ語ではこの二つの区別が

必ずしもはっきりしない場合もあるが、それでもやはり副詞的修飾譜にしか使えないものがあるc、

言うまでもないが動詞は翻詞的修飾語によって修飾され、名詞は形容詞的修飾語によって修飾さ

れる。それでは動調的名詞ではどうだろうか。まず、これらは本来、名詞であるので形容詞的修

飾語によって修飾されることを確認しておこうe

OKylllbMaPAbl｝g　Mara灘｛双eri　llpaKTIiKaCbl　ceTTi　60n！lLi．

生徒たちの（属格）・デパートにおける（位格一ri）・実習・うまくいった・なった

「生徒たちのデパートでの実翠はうまくいった。1

この文における叩aK顕Kaの修飾語であるMara3kimeriは連体修鋳を表すriが付いていることから

確かに形容詞酌修飾語である。陶じように

H￥P6eKTi璃AπMaTblムaFbl　cay双acbl　ceTTi　60nEbl．

ヌルベクの（属格〉・アルマアタ（地名）における（位格一ri）商売・うまくいった・なった

「ヌルベクのアルマアタでの商売はうまくいった。」

3aBOJ王TaFbl　ei16eK

工場における（位格一ゆ　・労働

「工場での労｛珈

予想どおり形容詞的修飾語によって修飾できることが確認できた。悶題は翻詞的修飾語によって

修飾できるかどうかである。繰り返しになるが普通の、動作性のない名詞は講詞的修飾語によっ

て修飾できない。＊AnTaBna　Y田Mi3（アルタイ（地名）において・家（私たちの））cf

AATaPtAaFbl蝉iMi3「アルタイにある私たちの家」．　ところが下に示したように動詞的な名詞

は副詞的修飾語で修飾できる。

Ca6aKTacTapAblq　｝Kocnaρ　xKoHiHke　TaAacbl　eTe　gaHuaP　e丑i、

クラスメート達の（属格）・計画・っいて（位格）・議論・とても・ひどい・であった

「クラスメート達の将来の計画にっいての議論はとてもひどいものである。」

npoφeccoρ刀ap双b慨　pecTopaH，qa　flpe3xAeHT　ca薩」三a醒bI　6ip　M∂cene　60JL皿1）1．

教授たちの（属格）・レストランにおいて（位格）・大統領・選挙・1・問題・なった

「教授たちがレストランで大統領を選挙したことが問題になった。」

ただし修飾するものによってはやや不自然なこともあり、どんな翻詞でも常に修飾できるとは限

らないc、
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？HYI）6eKTi疑　anAblMel－I　caFaT　peMol－ITbl　ceTTi　60a双bl．

（ヌルベク・まず・時計・修理・うまくいった・なった）

「？ヌルベクによるまず時計の修理はうまくいった。」

この違いがで醸こよるのかに答えることはできない。形容詞性や副詞性ということを考えなければ

ならないのかもしれないが本稿の範霞を超えるので機会をあらためて考えたい。

3．3　動詞のy形

　前節では動詞約な名詞を兇た。ここでは動詞の変化形で名詞的な性質をもつものを考察する。

考察の対象になるのは動詞語幹にyがっいたものである5㌦　これら本来動詞であるものが名

詞になったときに本来の名詞と違う点はあるのかどうかということがある。そしてどの程度動詞

性を残しているかということも考察の対象として興昧深い。

　まず、これらが形態的には名詞であることを確認しておこう。次のように格変化する。

6apy及わ叫（属格形）　6al）yFa（与格形）　6apy五b［（紺格形）　6apy照（位格形）

6apykaE－i　（奪格形）

　y形の動詞が形態的には名詞的性質をもっていることが確認できたところで、次に統語的にど

のような性質をもっているか兇てみよう。例をあげるとっぎのようになる、、

H￥p6eK　KOI・le　KOM　IOTep　anitbl．「ヌルベクは中古コンピュータを買った。　j

H￥p6eKT撫Kefle　I〈OMIIIOTePAi　aAybl「ヌルベクによる中古コンピュータの購入涯

H￥p6eK　C揃paFa　rW　6ePAi．　i”ヌルベクはサイラに花を贈った。」

慧￥p6eKT撮　　CathpaFa　rYn　6epyi「ヌルベクによるサイラへの花の贈答一1

H￥p6eK　A灘aTb韮Fa　Kenki．「ヌルベクはアルマアタへ来た。　j

H￥p6eKTkl　AnMaTblFa　Kenyi「ヌルベクのアルマアタへの来訪」

9￥p6eK　re陳a願双a　3eρTTe頬．「ヌルベクはドイツで研究した」

H￥p6eKT職FePMal－mflAa　3ePTTeyi「ヌルベクのドイツでの研究j

H￥p6eKT垣rePMaHMfinaFbl　3ePTTeyi野ヌルベクのドイツでの研究．1

　これらからわかることは、動詞のy形は、言うまでもないことであるが、格を持っということ

である。これはKOMmOTepね（対格）CaikpaFa（与格）などの鯛から明らかである。そして格は、

主藷を除いては、「元の」格がそのまま現れるということがわかる。この点は動詞的であるとい

える。主語は「元の」格である主格ではなくH￥p6eKT凪で明らかなように属格になる。「純粋な」

動詞（定形の動詞）の主語は主格で表されるのでこの点は動詞的ではない。前の節で兇た動詞的

7
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な名詞もやはり烹語縮当語は属格で嚢されていたので動詞的な餐詞との1融びド行性が箆られる。

修飾語にっいては、副詞（的修飾語）による修飾（FePMaKHAAa）と形容詞（修飾語）による修

飾（rePMal－IH”AaFbl＞の1’il肪が可能である。

　まとめると、主語以外の格はそのまま、主語は属格。翻詞的修飾語によって修飾される。

　上のようなことからy形の持っ統語的性質が明らかになった。ここまでのところ動詞的な名詞

的との平行性も明らかになっている。ではy形の動調は動詞的な名詞と同じなのだろうか。次の

例を検討してみようc、

「大統領選挙は成功した，、」

a．R｛）e3MJIellT　Cath／laMbl　CeTTi　60AAbl．

大統領・選挙一灰有接尾辞・成功した・なった

b．IMIpe3M，aeHT　ca麹Jlay　caTTi　60n双bi．

大統領・選挙（選ぶこと）・成功した・なった

C．　1－lpe3HAeHTTi　ca伽ay　ceτTi　60nAbi．

大統領（対格）・選挙（選ぶこと）・成功した・なった

d．＊1－lpe3vaAeHTTi　cathnaM　ceTTi　60細bL

大統領（対格）・選挙・成功した・なった

e．＊Rpe3瓢el｛γca甑aM　ceTTi　60孤u．

大統領・選挙・成功した・なった

　この例からわかることにまず所有接尾辞の有無ということがある。カザフ語では普通、艦詞に

よる名詞の修飾で修飾される名詞に所有接尾辞が現れる。これは修飾される名詞の種類には関係

がないと考えられる。aとbを比べると違いは所有接尾辞の禽無だけである。つまりaは一般酌

な名詞修飾パターンであるがbはそうではない。これは侮を意昧するのだろうか。ひとつの仮説

としてaは名詞修飾であり、bは動詞句全体が名詞になったものということが考えられるeすな

わち図のような構造である。

図

a．

　NP

△NP　　N

b．

　　　NP

△　VP　　］
△　l
NP　VP　y
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この分析ではyは～種の補文標識のようなものであることになる。これでうまく説明できそうで

あるが、そうするとaには副詞的修飾語を入れる余地がなくなってしまい、謝詞的修飾語による

修飾が可能であるという、先にあげた例が説明できない。

r至po（i｝eccopnapN〕1璃　pec竃’opaHムa　ill）e3レ蒙／夏eHT　catinaMbl　6ip　M∂ceJle　60nAbl．

教授たちの（属格）・レストランにおいて・大統領・選挙・1・問題・なった

「教授たちのレストランでの大統領選挙が問題になった。」

　また、npe3M，ae｝IT　ca儲ayには所有接尾辞が付かないが、他の動詞のy形の場合所有接尾辞が

付かないかどうかのデータを得ることができなかったため本稿ではこの件にこれ以上立ち入るこ

とはできない。

3．4　yで終わる名詞

　…都の辞書（BeKT￥poB＆BeKT￥poBa（1993），”Ka3aKmaa－Opblc斑a　Ce3，lliK”、飯沼英三「カ

ザフ語辞典」以下「カザフ語辞典」と記す）には（動詞のy形と岡じ形である）yで終わるもの

が名詞として独立した項囲としてあげられている。その辞書の考え方によればそれらは動詞の変

化形ではないことになる。すると独立した名詞としてのy形と動詞の変化形としてのy形に侮等

かの違いがあるのだろうかということになる。本節ではyで終わるもので独立した名詞とされて

いるものの統語的な性質を記述し、動詞の変化形との違いを探る。

　yで終わる名調とされるものとしてAaMy「発展」　＞KaTTblFY「トレーニング」　＞KY3y「水泳」

　Mrepy「習得」　Ke3Xecy「遭遇」　1〈onnay「支持」　c￥pay「質問」

などがある6）。

　興味深いのは辞書によって見出し語としてのとり方が違うことである。例えば「カザフ諮辞典」

にあげられているyで終わる名詞とBeKT￥poB＆BexT￥poBa（1993）のものとは必ずしも一致し

ない。これは独立した名詞であるか動詞の活用形なのかの判断の違いによるものと考えられ興味

深い。

　以下これらyで終わる名詞について考察しよう。

まず格にっいてである。

H￥p6eK　MaTeMa遡KaHbl＞KaTTbiFy，（151｝KeK　KopeAi．　fヌルベクは数学のトレーニングがきらい

である。」

H￥p6eKTig　TeXl－lvaKaHbl　MrePYi　　ceTTi　60瓢bI．「ヌルベクの技術の習得はうまくいった。」

これらからx《aττblFy，　Hrepyは対格をとることがわかる。「主語」が属格形で表されることもわ

かる。したがって格をとるということについては動詞のy形との違いを見出だすことはできない。

　修飾語にっいては翻詞的修飾語形容詞約修飾語どちらによる修飾も可能である。っまり修飾と

いう点では動詞的な性質と名詞的な性質をもっている。

H￥p6eKT職1〈iTanxaHaAa　MaTeMaTHxaHbl＞KaTTbIFYbl　ceTTi　60nkbl．「ヌルベクの図書館での数
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学のトレーニングはうまくいった。」

H￥p6eKTiH；KiτanxaHanaFbl　MaTeMaTKKal－lbl＞KaTTblFYbl　c∂TTi　60nnbi．「ヌルベクの図書館での

数学のトレーニングはうまくいった。」

　以上見たかぎりでは（yで終わる）名詞とされるものと動詞の変化形（y形）の閣にはとりた

てていうほどの違いはないようである。ただし、自的語相Y4の語が前に来たときにこれらの名詞

の一部は所有接尾辞をとるということがある。

｛列　　MaTeMaTvaKa　x（aTTblFYbl

これはパターンとしては名詞による名詞修飾のパターンになっており、名詞による修飾という点

では｝KaTTblFYは名詞扱いされていることになる。このことを動詞のy形との相違点とするため

には動詞のy形は蔚に目的語柑当の語が来たときに所有接尾辞をとらないことを示す必要がある。

確かに一部の動詞のy形は前に霞的語栩当語が来ても所有接尾辞をとることはない。しかし、動

詞のy形とされるものにっいて所有接尾辞をとるかどうかの詳細なデータを今回は残念ながら得

るζとができなかったため、これ以上はっきりしたことは言えない。この点にっいては今後の課

題である。

3．5　まとめ

　カザフ語における動詞的な名詞と動詞のy形の統語酌な性質を考察した結果以下のことが明ら

かになったQ

　名詞の中には格をとることができるもの（＝動詞的な名詞）がある。また、動詞のy形も格を

とることができる。

　動詞的な名詞も、動詞のy形も謝詞的修飾語・形容詞的修飾語の両方によって修飾が可能なも

のがある。したがって修飾という点ではそれは動詞的性質と名詞的性質の両方を持っていること

になる。

　以上のように動詞的な名詞と動詞のy形は統語的に平行的な性質を示す。

　これらの構造を解明する必要があるが、本稿では未解明のままであり、今後の課題として残る。

4．おわりに

　カザフ語における動詞的な名詞と名詞的な動詞（具体的には動詞のy形）の性質を明らかにした。

　今後の課題として残された問題のうち主なものは次の通りである。

　・匿的語籾当語がある場合の所有接尾辞の有無。所有接尾辞の有無を考察することによって名

詞性がより～層はっきりすると思われる。

　・（統語）構造。動詞的な名詞や動詞のy形が格をとったり、修飾語によって修飾されたとき

の統語構造はごく部分的にしか触れることができなかった。

　研究を積み重ねることによってこれらの課題を解決していきたい。
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注

1）aTTblM，　aTaMbll｛aTai｛blKという形はaT－「撃っ、投げる」という動詞の活用形として存在する。しかし

　　これは名詞aTザ馬3と何の関係もない。

2）協力してくださったインフォーマントの5、A．氏に深く感謝する次第である，，

3）例外的に格語尾のついた名詞による連体修飾があり、表爾的には格をもっているように見えることがある。

　例’rY　PI〈linFa￥lllaK　lun　1・ルコへの飛行機j　ci3re　r￥n「あなたへの花」

4）これは、「ヌルベクの蒋計（ヌルベク罵所有者＞」という意味にはならない、，f’ヌルベクの蒔計を」は

　　HYP6eKT敏caFaTLIIELになる。

5）動詞に由来すると思われる名詞はy形以外にもある。例えばc￥palg「質問」（c￥pa一ヂたずねる」），

　ca勘aM「選挙i（ca触翫「選ぶ」）　これらは生産的に形成されるものではないので本稿では動詞の変化

　　形とはせず、勤詞的名詞として扱った。

6）yで終わる名詞のなかで対応する動詞があるものだけに限り、lliにyで終わる名詞を除いた，、例えばcy

　　琢」という名詞は確かにyで終わっているがc一という動詞はないので除外した。
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